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論文要旨

氏名 三石純江 指導教授名 宇都宮
一典

主論文

CanFasting GlucoseLevelsorPost-BreakmstGlucoseFluctuationsPredictthe

OccurrenceofNocturnalAsymptomaticHypoglycemiainTypelDiabeticPatients

ReceivingBasal-BoluslnsulinTherapywithLong-Actinglnsuhn？

(持効型溶解インスリンを用いた樹上インスリン療法を行っている1型糖尿病患者における自

覚淀伏のな↓液間低血糖の存在は、空腹時血糖値もしくは朝食後Ihl糖変動から予測両朧か?)

MitsuishiSumie,NishimuraRimei,Andomyotaka,TbujinoDdaisuke,Utsunomiya

Kazunori.PLoSOne､2015Decl;10(12):e0144041.

要旨

【目的】

1型糖尿病患者において、朝食前後の血糖変動から夜間低血糖の存在の有無を推定す

ることが可能か否か検討する。

【方法】

対象は､入院直後に"ndnuousaumsemonitormg(CGM)を晦行した掛切ンスリン療法中の

1型糖尿病患者64名とした｡朝食前後における血糖変動の指標としてI)朝食前血糖値、Ⅱ)朝食後

血糖値撮高値､ 1聯5値､2時間僧、皿朝食後血糖上昇幅(扇司直1時間値､2時間㈲、 1V)朝

食後血塘上昇の傾き撮高値､1時間値2時間僧について､低血糖の有無で2群に分け上嗽した。

また、夜間低血糖の存在を推定するためのカットオフ値についてROC角蜥を用いて検討した。

【結果】

対瀦の軸常43.]±144(平均腱鋤歳RbA1c:8.H1.8%であった。各撒熱まI)15雁士63mML、

n)24M8m"dL、 20M8m"L､20Z士創、酬L､皿84"3mML､4et45mML､馳士』74mML、

IW.91m.83mMIAnin､0.77ﾖ心.75mMIAnin､0.4M."mMIAninであった｡低油繍ま23名で

認め､低汕糖洋でI)I鮪意に傾直であった(11M5mgaLvsl7M5mgdL､pのⅡ1)。また､低血糖

群でnmの1H捕値2時間画鮪意に_上昇していた(m:1H澗直67ﾖ83mMLvs34*46mML、

p朝.伽3,2時矧直8M4myaLvs31f77myaL､p印｡伽印､qV:1H謂値1.1M.MmMIAninvs

泊心.77mMIhnin､p印.㈹3,2啼矧直0.M.45mMIAninvsO・刑.64mMIAnin､p則.朋副。

ROC解析で求めた綱低血糖予i貝肋カツトオフイ画まI)135mydL未満憾度0.7部鰻度0.8MUC

O・卿、n1H捕値54mML以上①.6WO.61".71)､2H捕値78mML以上①.6MO.7W.71)､m1HM

値0.帥mMIAnin以上06WO.6加.71)､2時罰直0.65mMIAnin以上⑩.6MO.7".71)であった。

【結論】

1型糖尿病において夜間低血糖が起こると朝食前血糖値は上昇せず朝食後血糖値は大

きく上昇し、傾きも急となること、夜間低血糖は朝食前血糖値が135mg/dL未満、食

後1時間で54mg/dL(傾き0.90mg/dL/min)以上、 2時間で78mg/dL(傾き0.65

mg/dL/min)以上で約60%以上の確率で予測できることが示唆された。



学位論文審査結果の要旨

大学院糖尿病内分泌内科学の三石純江氏の学位申請Thesis (審査用論文） 「1

型糖尿病における夜間低血糖と朝食前後の血糖変動の関連性」は主論文1篇か

らなり、主論文のタイトルはCanFasdngGlum"Ievelsmhst･BmakistGlum"

F1uCtuatiOnShdiCttheOmmen"㎡NbcturnalAWmp杖maiiclUpojymmiamType

1Diabe付cPa勉entsRe“jyingBasal-BduslnsuljnTY1eraWw肋IpngAcunghsulin？

（邦題：持効型溶解インスリンを用いた強化インスリン療法を行っている1型

糖尿病患者における自覚症状のない夜間低血糖の存在は、空腹時血糖値もしく

は朝食後血糖変動から予測可能か？）と題する英文論文であり､2015年にPLOS

ONE誌(ImpactFactor2.766)に発表された。本研究の指導は内科学講座糖尿

病・代謝・内分泌内科の宇都宮一典講座担当教授のご指導による。

平成30年10月17日、須賀万智教授、松浦知和教授の両審査委員、糖尿病・

代謝・内分泌内科の宇都宮教授および西村教授ご臨席のもと公開学位審査が開

催された。三石氏による研究概要の発表に続いて口頭試問が行われ、席上、以

下の質問があった。

1． 本研究は後方視的研究としてデザインされているか

2． 無自覚低血糖と自覚ある低血糖の両者の臨床的背景因子の違いは何か

3． 無自覚低血糖を冒翻Iける朝食前血糖のカットオフ値の臨床的妥当性|並ﾛ何か

4燗j轆床識で職さｵ1た低血糖による心血管イベントの具伽勺な内訳剛可か

5． ソモジー効果からみると柵究の考察は一部に矛固ｳﾐみられるが､基礎インスリン卸

團､力漢因にならないのか

6． クンレカゴンなどのカウンターホルモンのな力丁で何が刺柵態に強く関与している肋鄭

7． 糖新生の変動による影響こついてはどのように考えられる力も

8． 簡易モニターの開発に繋ぐことは可能か

9． 持効型額阜インスリン卿によって結果に差異がみられないか

10．朝食後の血塘上昇幅の他に､ IIbA1cから推算できる平勵血糖値と朝食前血糖値との差

を評価して、無自覚園氏血糖の予測を行なうことは同]能か

11． 1型糖尿病に加えて、制上インスリン療法の2型糖尿病ではどのように考えられるか

以上のように多岐にわたる質問に対して、三石氏は本研究成績および過去の

検討、文献的考察、専門の臨床経験などから的確に回答し、活発な議論が展開

された。

本研究成績は、 1型糖尿病患者における、より低血糖の少ない安定したインス

リン療法の実現に寄与するものと期待できると思料され、須賀教授、松浦教授

と慎重に審議した結果、本申請論文は学位論文として充分に価値あるものと認

めた次第である。


		2019-07-06T15:26:04+0900
	東京慈恵会医科大学




